
オリンパスグループにおける

OSSライセンス コンプライアンスの実際
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商号商号商号商号 オリンパス株式会社オリンパス株式会社オリンパス株式会社オリンパス株式会社

((((Olympus Corporation)

設立設立設立設立 1919191919191919年年年年

連結売上高連結売上高連結売上高連結売上高 7,6477,6477,6477,647億円億円億円億円

連結従業員数連結従業員数連結従業員数連結従業員数 31,54031,54031,54031,540人人人人

グループグループグループグループ会社数会社数会社数会社数 1399139913991399社社社社

グループ紹介グループ紹介グループ紹介グループ紹介

2015年3月期、数字は概数

東京・本社

科学 映像

主要３事業

医療
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会社紹介会社紹介会社紹介会社紹介

商号商号商号商号

オリンパスソフトウェアテクノロジーオリンパスソフトウェアテクノロジーオリンパスソフトウェアテクノロジーオリンパスソフトウェアテクノロジー株式株式株式株式会社会社会社会社

（略称（略称（略称（略称 OOOO----SoftSoftSoftSoft））））

設立設立設立設立 2006200620062006年年年年

従業員数従業員数従業員数従業員数 690690690690人人人人

（2014年3月現在）

オリンパスの医療事業・科学事業・映像事業における

製品の組込みソフト、アプリケーションソフトの開発

事業内容

八王子石川事業場

笹塚 本社
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a. ソースコード管理にはsubversionを、バグ管理にはmantisを
使っています。
subversionの使い方のコツは、、、

1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに –––– 本日お話しすること本日お話しすること本日お話しすること本日お話しすること

皆様、本日はどのような内容を期待してお集まりでしょうか。

b. OSSを組み込んだら、OSSを組み込まない製品とはまったく別の
開発プロセスになります。
その開発プロセスとは、、、
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OSS

流用

納品

発注

SWベンダー

ライセンス違反を起こすリスク

ベンダーに開発を依頼していたソフトウェアでＯＳＳを利用していた

ことが判明。出荷直前で発覚し対応を至急実施。

グループ内でヒヤリ・ハットが発生！

2. 2. 2. 2. 経緯経緯経緯経緯 –––– 問題発生問題発生問題発生問題発生

出荷

ユーザ

出荷直前で

発覚
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2. 2. 2. 2. 経緯経緯経緯経緯 –––– まずまずまずまず何をしたか？何をしたか？何をしたか？何をしたか？

法務からの問題提起によりOSSOSSOSSOSS検討委員会（研究開発部門、
ソフトウェア開発部門他）が発足

小さくスタート

⇒ ソフトウェア開発部門（O-Soft）をパイロット部門として、Protex

の運用開始。全社標準をO-Softの開発プロセスに組み込み運用

開発者の育成

⇒ NEC様のコンサルティングにて、OSSライセンスに対する教育、

OSS利用ガイドラインを作成。

小さくスタート

⇒ ソフトウェア開発部門（O-Soft）をパイロット部門として、Protex

の運用開始。全社標準をO-Softの開発プロセスに組み込み運用

開発者の育成

⇒ NEC様のコンサルティングにて、OSSライセンスに対する教育、

OSS利用ガイドラインを作成。

OSSチェックツール

（Protex）導入

全社標準作成

しかし・・・

なかなか展開が難しい
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2. 2. 2. 2. 経緯経緯経緯経緯 –––– 対策の方針対策の方針対策の方針対策の方針

今後 コンプライアンス違反の発生を防ぐことを目的とし、

１．意図的なOSS利用時の確実なライセンス対応

２．意図しないOSS混入防止

が徹底できる仕組みを構築する

今後 コンプライアンス違反の発生を防ぐことを目的とし、

１．意図的なOSS利用時の確実なライセンス対応

２．意図しないOSS混入防止

が徹底できる仕組みを構築する

グローバルも含めたオリンパスグループより頒布する

ソフトウェア全てに適用する。

b)プロセス

a)体制

c)ツール

運用していくための三つの

要素の基盤を構築
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3. 3. 3. 3. 運用の実際運用の実際運用の実際運用の実際 ---- a)a)a)a)体制：全社委員会体制：全社委員会体制：全社委員会体制：全社委員会

事務局

委員会

全社標準

委員会

インフラ 法務

ＯＳＳ委員会

研究開発 医療 映像 科学
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リスク管理部門

ものづくり

知財担当
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OSSの利用の有無

に関わらず対応が

必要

b)全社標準プロセスに含まれたOSS関連プロセス

OSSの対応手順

終了

利用するOSSの情報入手

利用するOSSのライセンス条件の把握

利用するOSSのライセンス条件の対応

OSS利用の提案

OSS混入の確認

OSS対応の提案

OSS利用の記録

ソフトウェアの頒布

OSS利用あり?

OSS利用の有無の確認

利用あり

利用なし

※ソフトウェア頒布部門における実施

の責任を負う。

ソフトウェア頒布部門

OSS利用方針

OSS管理責任者

事業体

OSS委員会

※定期・不定期に監査を行う
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「「「「OSSOSSOSSOSS報告書」報告書」報告書」報告書」

OSSの対応手順

終了

利用するOSSの情報入手

利用するOSSのライセンス条件の把握

利用するOSSのライセンス条件の対応

OSS利用の提案

OSS混入の確認

OSS対応の提案

OSS利用の記録

ソフトウェアの頒布

OSS利用あり?

OSS利用の有無の確認
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c)c)c)c)運用状況に合わせたツールの用意運用状況に合わせたツールの用意運用状況に合わせたツールの用意運用状況に合わせたツールの用意

・ Protexライセンス拡張

「国内主要事業および海外パイロット部門」から「グループ全体」へ

・ OSSに関する情報を集約（”OSS Knowledge”）

ナレッジサイトの構築（ライセンス、利用事例、Protex申請方法 等々）
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教育体系

教育コンテンツは海外展開に合わせ翻訳も実施し、海外からも閲覧ができるサイト

（OSS Knowledge）にて公開

各々の立場に合わせた教育の実施
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３３３３．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ

・ OSSを利用する製品のための特殊なプロセスがある

わけではありません。（途中で分岐はするが、プロセス

はすべて同じ。）

・ OSSを利用する場合には固有の作業は当然増えます。

だが、OSSを利用しない場合でも（OSSのことを考慮

していなかった時と比較して）作業は増えます。

・ プロセスだけでなく、体制やツールも必要です。
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補足補足補足補足

最初のヒヤリ・ハット

の事例にはどう対応

したか。

→

「利用の有無の確認

書」をプロセスに。




